


任意接種用 

●ワクチン接種後の注意 

1. 接種後 30 分間はアナフィラキシーなどの急な副反応がおこることがありますので、医療機関にいるなどして、医

師とすぐに連絡をとれるようにしておきましょう。 

2. 接種当日は激しい運動を避けてください。（接種当日の入浴は差し支えありません。ただし注射したところをこす

らないでください。） 

3. 接種後に発熱したり、接種した部位が腫れたり、赤くなったりすることがありますが、一般にその症状は 

軽く、通常、数日中に消失します。 

4. 接種後は自らの健康管理に注意し、もし、高熱や体調の変化、その他局所の異常反応に気づいた場合は、 

ただちに医師の診療をうけてください。 
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[参考] 

肺炎球菌ワクチンの接種により健康被害が発生した場合には、「医薬品副作用被害救済制度」により治療費等が受けられ

る場合があります。 

詳しくは、独立行政法人医薬品医療機器総合機構のホームページ等をご覧ください。 

 

[医薬品副作用被害救済制度] 

医薬品を適正使用したにもかかわらず、副作用により入院治療が必要な程度の疾病や障害等の健康被害を受けた方の救

済を図るため、医療費、医療手当、障害年金などの給付を行う制度です。その際に、医師の診断書や投薬証明書などが

必要となります。救済給付の請求については、まずは医薬品医療機器総合機構にご相談ください。 

 

問い合わせ先は下記のとおりです。 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

電話：0120-149-931（フリーダイヤル）  

URL：http://www.pmda.go.jp/ 
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